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（様式 7：電子媒体） 

（若手研究者海外挑戦プログラム） 
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6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること）

【研究成果発表等の見通し】 

・2021年3月に学術誌『アジア・アフリカ地域研究』への論文投稿

→パルダの解釈方法の違い（上述の①の内容）についての論文を執筆する（現在執筆中）

・2021年8月に日本南アジア学会誌『南アジア研究』への論文投稿

→農村部と都市部のパルダ実践の差異（上述の②の内容）についての論文を執筆する

・2021年10月に開催予定の日本南アジア学会第34回全国大会における発表

→調査村におけるパルダ実践の時代的な変遷及び、都市との連関（上述の③、④の内容）について

発表する

【今後の研究計画の方向性】 

 今後の研究においては、現地で収集したインタビュー資料や文献資料を整理し、論文投稿や研究発

表においてデータを活用することができるようにする。データ整理を進めるうえで、追加のデータが

必要なことが判明した場合、Whatsappなどのアプリケーションを利用し、オンラインでの聞き取り調

査も予定している。来年度は、上述のように研究発表を重ねるとともに、博士論文の執筆を進め、11

月に所属先の京都大学に博士論文を提出することを目指す。 

7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2 ページ程度を目安に記入すること）

 報告者は学部時代から博士課程の現在に至るまで、パキスタンに度々足を運んできたが、農村部に

長期で滞在した経験はない。今回本プログラムの支援を受けて、約１年間農村部に腰を据えて研究活

動を行うことができたことによって、様々な成果が得られた。以下ではそのうち3つを記したい。 

【パンジャービー語の会話能力の向上】 

 報告者は、学部時代の留学によって既にパキスタンの国語であるウルドゥー語を習得していたが、

今回の農村滞在によって、パンジャーブ州の地域語であるパンジャービー語を新たに学ぶ機会を得

た。特に、パンジャービー母語話者がほとんどである調査村内において、パンジャービー語を日常的

に用いることによって、住民とのコミュニケーションを円滑に進めることができた。さらに、パンジ

ャービー語でのインタビュー調査を行ったため、ウルドゥー語を解さない高齢女性や高齢男性からも

聞き取りを行うことが可能であった。 

【パキスタン農村部における滞在経験の獲得】

先述の通り、これまで報告者は主にパキスタン都市部における調査を行なっていたため、農村部に

おける調査経験はない。今回の長期滞在においては、村落部における人々の生活実践をはじめとし

て、村内で起こる揉め事やその解決方法、そして、パルダの実践と実際の生活の結びつきなど、様々

なレヴェルの物事を内側から見つめることができた。報告者は村内に住み込んでいたため、住民たち

との直接的なコミュニケーションを取ることが可能であり、そこで得られたネットワークは何事にも

変えがたい。 

【パキスタン人研究者との繋がりの構築】 

今回の滞在においては、受け入れ教員であるラーホール経営科学大学のFurrukh A. Khan准教授に大

変ご助力いただいた。Furrukh先生からは、パキスタン国内において、ヴェール研究の分野で先導的な

研究を行う研究者であるNida Kirmani先生や、Anjum Alvi先生をご紹介いただき、報告者自身の研究に

関して、様々な知見を得ることができた。加えて、パキスタンにおけるパルダ研究者である、Haque 
Riffat先生とも繋がりを持つ機会を得た。今後の研究活動においては、今回得ることができた人的ネッ

トワークを活かし、所属大学院の国際研究発信力強化プログラムを活用し、オンラインにおいて国際的

な研究集会を主催することを予定している。
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